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『
蜻
蛉
日
記
草
稿
』
の
成
立
に
つ
い
て
の
一
考
察

金

英

燦

　
大
東
急
記
念
文
庫
及
び
岡
山
市
正
宗
家
に
は
、
『
蜻
蛉
日
記
草
稿
』

（
但
し
、
大
東
急
記
念
文
庫
書
目
に
は
『
頭
注
蜻
蛉
日
記
』
と
な
っ
て

い
る
。
便
宜
上
、
以
下
『
草
稿
』
と
略
す
。
）
と
題
さ
れ
る
『
蜻
蛉
日

記
』
の
註
釈
稿
が
分
蔵
さ
れ
て
い
る
。
板
本
と
同
じ
く
八
冊
で
、
一

（
上
ノ
上
）
、
二
（
上
ノ
下
）
、
三
（
中
ノ
上
）
、
七
（
下
ノ
中
）
の
草
稿

本
と
そ
の
清
書
本
が
大
東
急
記
念
文
庫
に
、
四
（
中
ノ
中
）
、
五
（
中

ノ
下
）
、
六
（
下
ノ
上
）
、
八
（
下
ノ
下
）
の
草
稿
本
が
正
宗
文
庫
の
所

　
　
　
　
ユ
　

蔵
で
あ
る
。
従
来
『
草
稿
』
に
は
奥
書
・
識
語
な
ど
の
な
い
こ
と
か
ら
、

正
確
な
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
不
明
と
さ
れ
て
き
た
が
、
石
原
昭
平
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
『
日
記
文
学
事
典
』
に
は
、

未
刊
だ
が
『
蜻
蛉
日
記
』
に
お
け
る
最
古
の
注
釈
書
。
八
冊
本
の

写
本
。
主
に
萩
原
宗
固
（
一
七
〇
三
～
一
七
八
四
）
の
注
釈
、
山

岡
湊
明
（
一
七
二
六
～
一
七
八
○
）
の
校
勘
と
補
注
が
あ
る
。

（
中
略
）
江
戸
時
代
に
唯
一
の
版
行
さ
れ
た
坂
本
の
『
蜻
蛉
日
記

解
環
』
は
、
天
明
五
年
（
一
七
八
六
）
で
あ
り
、
宗
固
の
『
草
稿
』

は
、
そ
れ
よ
り
遡
る
こ
と
十
七
、
八
年
前
に
成
稿
し
た
、
と
巻
末

の
山
岡
湊
明
の
書
き
入
れ
に
あ
る
。

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
山
岡
聖
明
の
書
入
れ
と
は
、
静
母
堂
文
庫
蔵
山

岡
湊
明
自
筆
書
入
れ
の
『
蜻
蛉
日
記
』
宝
暦
板
本
に
あ
る
も
の
で
、
石

原
氏
は
「
大
東
急
文
庫
「
蜻
蛉
日
記
草
稿
」
解
説
　
　
付
、
歌
人
、
萩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

原
土
固
の
注
釈
態
度
と
方
法
　
　
」
に
お
い
て
、
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独
自
に
つ
け
た
静
嘉
堂
蔵
松
井
文
庫
本
の
五
冊
目
の
巻
末
に
「
明

和
六
年
己
丑
十
一
月
朔
日
於
武
庫
寓
居
再
考
以
百
花
庵
校
本
且
交

愚
意
冠
注
一
過
了
雪
明
」
と
あ
り
、
百
花
庵
勲
功
と
交
り
、
湊
明

が
注
と
校
本
を
披
見
し
た
と
あ
る
。

と
、
『
草
稿
』
と
言
明
書
入
れ
板
本
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

明
和
六
（
一
七
六
九
）
年
の
「
再
考
」
の
と
き
に
、
山
岡
湊
明
が
用
い

た
百
花
庵
の
校
本
が
、
『
草
稿
』
で
あ
る
と
の
判
断
で
、
『
草
稿
』
が
天

明
五
年
刊
の
『
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
解
環
』
（
以
下
、
『
解
環
』
と
略
す
。
）

よ
り
十
七
、
八
年
前
に
成
稿
し
た
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
、
柿
本
奨
氏
が
「
『
蜻
蛉
日
記
』
宗
固
湊
明
注
」
に
お
い
て
、

そ
の
凝
固
校
本
と
は
、
現
在
ふ
つ
う
宗
固
本
と
呼
ん
で
い
る
大
東

急
文
庫
・
正
宗
文
庫
分
蔵
の
注
釈
稿
本
の
こ
と
で
は
な
い
よ
う
で

あ
る
。
（
中
略
）
な
ぜ
か
な
ら
、
宗
固
本
も
板
本
の
分
冊
の
し
か

た
を
襲
い
、
（
五
）
（
筆
注
－
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
蜻
蛉
日
記
』
の

五
冊
目
の
巻
末
識
語
）
の
「
宗
固
校
本
」
は
当
然
巻
五
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
「
俊
云
」
と
冠
し
て
揚
げ
ら
れ
た
湊
明
の
説
が
六
か
所
に

見
え
、
そ
の
い
ず
れ
も
宗
座
本
を
一
旦
作
っ
て
後
に
補
記
し
た
体

裁
で
な
く
、
作
る
前
に
承
知
し
て
い
た
背
明
説
を
記
し
た
趣
の
も

の
だ
か
ら
で
あ
る
。

と
、
異
見
を
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
山
岡
湊
明
が
参
考
し
た
百
花
庵
校

本
が
、
『
草
稿
』
で
あ
る
と
み
る
こ
と
に
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
柿

本
氏
の
ご
と
く
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
蜻
蛉
日
記
』
書
き
入
れ
の
際
に
山

岡
湊
明
が
参
考
し
た
の
が
現
行
の
『
草
稿
』
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
、
「
宗
固
の
『
草
稿
』
は
、
そ
れ
（
筆
注
1
『
解
環
』
）
よ
り

遡
る
こ
と
十
七
、
八
年
前
に
成
稿
し
た
」
と
い
う
石
原
氏
の
説
は
修
正

さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
本
稿
で
は
、
『
草
稿
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
が
、
従
来
、
そ
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
し
ば
し
ば
『
解

環
』
と
の
関
連
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
『
蜻
蛉
日
記
』
巻
末
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

集
の
「
か
の
く
に
＼
か
は
く
と
い
ふ
か
み
あ
り
」
と
い
う
詞
書
に
対
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
注
と
し
て
、
『
草
稿
』
に
「
解
環
抄
神
名
帳
二
陸
奥
国
白
川
郡
阿
福

麻
河
魚
神
社
ト
沖
本
二
面
セ
リ
」
と
い
う
頭
注
が
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
で
も
、
主
に
『
解
環
』
と
『
草
稿
』
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
『
草
稿
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

二

　
大
東
急
記
念
文
庫
お
よ
び
正
宗
文
庫
『
草
稿
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柿
本
奨
氏
が
「
「
蜻
蛉
日
記
草
稿
」
に
つ
い
て
」

の
分
蔵
に
つ
い
て
は
、

で
、
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大
東
宿
替
の
各
冊
巻
末
に
は
「
木
村
正
立
図
書
」
の
朱
印
が
あ
る

が
、
正
宗
本
に
は
そ
れ
が
な
く
、
正
宗
本
各
冊
本
文
の
初
め
に

「
不
忍
文
庫
」
の
朱
印
、
そ
の
上
部
に
「
阿
波
国
文
庫
」
の
朱
印

が
あ
り
、
「
阿
波
国
文
庫
」
の
朱
印
は
各
冊
巻
末
に
も
あ
る
が
、

大
東
千
本
に
は
、
そ
れ
ら
が
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
大

東
急
本
は
不
忍
文
庫
・
阿
波
文
庫
に
入
ら
な
か
っ
た
ら
し
く
、
正

宗
本
が
不
忍
文
庫
に
入
る
時
、
す
で
に
大
東
急
患
と
分
か
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。

と
、
「
阿
波
国
文
庫
」
と
「
不
忍
文
庫
」
の
蔵
書
印
の
あ
る
正
宗
文
庫

本
と
、
そ
れ
が
な
い
大
東
急
記
念
文
庫
と
は
、
す
で
に
正
宗
文
庫
本
が

不
忍
文
庫
に
入
る
と
き
分
蔵
さ
れ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て

『
草
稿
』
に
あ
る
屋
代
弘
賢
の
注
に
つ
い
て
は
、

と
述
べ
る
。
し
か
し
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
の
草
稿
本
と
清
書
本
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　

弘
賢
日
秋
の
花
に
は
有
へ
か
ら
す
す
＼
き
も
春
の
若
は
へ
な
る
へ

し
末
に
春
折
過
て
と
み
え
た
る
と
歌
に
ほ
に
い
て
は
と
あ
る
お
も

ひ
合
す
へ
し
（
草
稿
本
一
巻
三
十
八
オ
、
清
書
本
三
十
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ

を
は
じ
め
と
す
る
、
全
八
例
の
屋
代
弘
賢
の
注
が
見
出
さ
れ
る
の
で
、

柿
本
氏
の
指
摘
は
不
正
確
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
蔵
書
印
の
有
無
、
あ

る
い
は
片
方
だ
け
の
調
査
結
果
を
も
と
に
し
た
間
違
い
で
、
「
不
忍
文

庫
」
の
蔵
書
印
の
な
い
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
に
は
、
そ
の
所
蔵
者
で

あ
っ
た
屋
代
弘
賢
の
注
は
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
一
方
、
石
原
昭
平
氏
は
「
大
東
急
本
「
蜻
蛉
日
記
草
稿
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
萩
原
宗
固
の
注
釈
態
度
を
中
心
に
　
　
」
に
お
い
て
、

一20一

こ
の
よ
う
に
正
宗
本
は
屋
代
弘
賢
の
手
を
経
た
た
め
に
、
た
と
え

ば
第
四
冊
（
中
ノ
中
）
に
「
た
“
い
ま
こ
＼
ち
あ
し
く
て
漸
と
は
」

に
つ
き
、
「
弘
賢
日
漸
は
鄙
の
誤
に
や
、
耶
は
那
字
の
異
体
な
り
」

と
す
る
朱
書
押
紙
が
、
そ
の
当
否
は
と
も
か
く
と
し
て
、
現
わ
れ

た
り
す
る
。
（
中
略
）
こ
の
よ
う
に
、
本
文
や
注
に
対
し
て
意
見

を
述
べ
た
弘
賢
注
が
、
数
は
少
な
い
が
、
見
え
て
い
る
。
大
東
急

潮
に
弘
賢
注
が
現
わ
れ
な
い
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

不
忍
文
庫
印
な
ど
の
あ
る
正
宗
本
は
屋
代
弘
賢
が
所
持
し
た
ら
し

い
が
大
東
急
本
の
方
は
そ
れ
が
な
く
、
早
く
に
分
蔵
さ
れ
た
ら
し

い
。
そ
の
こ
と
は
、
大
東
急
本
が
清
書
本
と
し
て
、
湊
明
、
塙
保

己
一
、
横
田
孫
兵
衛
、
弘
賢
等
の
注
を
加
え
た
も
の
が
あ
る
の
に

対
し
、
正
宗
本
に
は
そ
れ
が
な
い
こ
と
か
ら
も
考
え
ら
れ
る
。

と
、
柿
本
氏
と
同
じ
く
早
い
時
期
の
分
蔵
と
み
て
い
る
。
し
か
し
、



『
草
稿
』
に
あ
る
屋
代
弘
賢
の
注
に
つ
い
て
は
柿
本
氏
と
は
逆
に
、
大

東
急
記
念
文
庫
本
の
清
書
本
に
は
あ
る
の
に
正
宗
本
に
は
な
い
と
述
べ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
は
正
宗
本
『
草
稿
』
に
も

　
　
　
　
　
　
　

弘
賢
日
こ
の
説
か
な
へ
る
に
や
云
々

　
　
　
　
　
　
　

弘
賢
抄
、
そ
の
か
み
と
い
ふ
意
に
や

（
草
稿
本
四
巻
四
十
六
オ
）

（
草
稿
本
五
巻
三
十
コ
入

と
い
う
弘
賢
注
が
見
出
さ
れ
る
。
留
保
己
一
・
横
田
袋
翁
・
屋
代
弘
賢

の
注
は
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
の
清
書
本
に
よ
く
現
れ
る
こ
と
か
ら
、

早
く
分
蔵
さ
れ
清
書
本
の
な
い
正
宗
文
庫
本
に
は
、
こ
れ
ら
の
注
が
な

い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
以
上
の
事
実
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
大
東
急
記
念
文
庫
本
と
正
宗
文
庫
本

と
に
分
蔵
さ
れ
た
の
は
、
塙
保
己
一
・
横
田
袋
翁
・
屋
代
弘
賢
な
ど
の

注
が
す
で
に
備
わ
っ
た
後
の
こ
と
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
、
稿
本
段

階
で
あ
っ
た
に
せ
よ
『
草
稿
』
に
三
人
の
注
は
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。

三

　
す
で
に
第
一
節
末
で
触
れ
た
よ
う
に
、
『
草
稿
』
（
八
巻
三
十
八
オ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
は
、
「
解
環
抄
神
名
帳
二
陸
奥
国
白
川
心
心
福
麻
河
辺
神
社
ト
沖
本

二
注
セ
リ
」
と
い
う
注
が
あ
る
。
そ
し
て
、
『
解
環
』
（
十
八
巻
十
五
オ
）

に
も
「
神
名
帳
二
陸
書
中
白
河
郡
阿
福
麻
河
伯
神
社
ト
沖
本
二
品
セ
リ
」

と
い
う
同
一
の
注
記
が
見
え
る
。
高
田
墨
守
『
擁
書
漫
筆
』
（
文
化
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年
刊
）
に
も
、
「
解
環
抄
中
の
十
二
巻
に
、
大
原
の
神
の
誤
と
せ
し

は
ひ
が
こ
と
な
り
。
」
と
記
し
、
『
部
長
』
の
注
と
一
致
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
「
解
豊
野
」
と
『
解
環
』
は
同
一
物
で
あ
る
こ
と
は
、
従
来
指

摘
さ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
『
草
稿
』
で
、
「
解
環
抄
」
と
明
記
し
て
『
解
環
』
を
引
用
し
て
い
る

の
は
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
撃
墜
』
は
天
明
二
年
成
立
・

天
明
五
年
刊
行
で
あ
っ
て
、
『
草
稿
』
の
著
者
と
い
わ
れ
て
い
る
萩
原

宗
固
の
破
年
は
天
明
四
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
成
立
順
序
に
つ

い
て
は
先
行
研
究
で
も
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
最
初
に
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

者
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
た
正
宗
敦
夫
氏
は
「
稿
本
「
蜻
蛉
日
記
蔓
質
」
」

に
お
い
て
、

解
環
の
刊
行
は
天
明
五
年
正
月
即
ち
宗
固
の
破
年
の
天
明
四
年
の

次
の
年
で
あ
り
、
解
環
の
践
文
に
よ
れ
ば
荻
軒
、
坂
徴
氏
は
八
十

七
歳
の
長
命
で
破
し
た
と
あ
っ
て
其
践
文
の
癸
卯
は
天
明
三
年
で

あ
る
か
ら
宗
固
は
版
本
は
見
ぬ
筈
で
あ
る
が
刊
行
前
に
稿
本
は
篤

本
で
世
に
流
布
し
て
み
た
か
も
知
れ
ぬ
。
の
み
な
ら
ず
附
録
と
も

見
な
す
べ
き
歌
壇
の
う
ち
の
「
は
ら
か
ら
の
…
…
か
は
く
と
い
ふ
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か
み
な
り
」
の
頭
註
に
「
解
博
士
神
名
帳
二
陸
奥
國
白
川
郡
阿
福

麻
河
伯
神
社
ト
沖
本
二
註
セ
リ
」
と
見
え
、
版
本
の
解
由
の
註
文

と
合
っ
て
み
る
か
ら
篤
本
で
宗
固
が
解
環
を
見
た
と
す
る
の
が
妥

當
か
と
思
は
れ
る
。

と
、
刊
行
前
の
稿
本
の
『
解
環
』
を
萩
原
宗
固
は
見
た
と
述
べ
て
い
る

が
、
『
解
環
』
が
稿
本
で
流
布
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

こ
れ
に
対
し
、
柿
本
氏
は
「
蜻
蛉
日
記
草
稿
」
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、

む
し
ろ
そ
の
『
解
環
』
注
を
引
い
た
の
は
刊
本
『
言
挙
』
を
見
た

人
、
そ
し
て
そ
の
引
用
の
筆
蹟
が
『
草
稿
』
と
同
筆
と
見
え
る
か

ら
、
『
草
稿
』
は
宗
固
な
ら
ぬ
人
と
考
え
る
ほ
う
が
、
む
り
が
な

い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
、
稿
本
の
流
布
を
想
定
し
た
正
宗
氏
と
は
逆
に
、
刊
本
の
『
臨
書
』

を
参
照
の
上
『
草
稿
』
は
成
立
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

見
解
は
支
持
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
後
藤
祥
子
氏
の
「
資
料
翻
刻
正
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
蔵
『
草
稿
蜻
蛉
日
記
四
』
」
に
お
い
て
は
、

し
か
し
こ
れ
ま
で
全
容
の
紹
介
さ
れ
る
機
会
が
な
く
、
た
め
に
、

坂
徴
の
『
解
環
』
に
先
立
つ
最
も
早
い
蜻
蛉
日
記
注
釈
と
し
て
注

目
さ
れ
な
が
ら
、
上
村
悦
子
博
士
の
こ
労
著
『
蜻
蛉
日
記
解
釈
大

成
』
に
も
参
照
さ
れ
る
機
会
を
逸
し
て
し
ま
っ
た
。

と
、
『
草
稿
』
の
成
立
が
先
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
。
ま
た
、
石
原

昭
平
氏
も
前
掲
『
日
記
文
学
事
典
』
な
ど
で
、
後
藤
氏
と
同
じ
見
解
を

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
未
だ
そ
の
成
立
時
期
は
定
説
を
見
な
い
。
正
宗

氏
は
『
草
稿
』
の
著
者
と
目
さ
れ
る
萩
原
宗
固
の
破
年
と
『
解
環
』
の

刊
行
年
と
の
関
係
か
ら
、
ま
た
、
石
原
氏
は
静
官
立
文
庫
蔵
『
蜻
蛉
日

記
』
板
本
に
あ
る
山
岡
湊
明
の
識
語
か
ら
、
天
明
五
年
に
刊
行
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

『
解
環
』
よ
り
『
草
稿
』
の
成
立
が
早
い
と
述
べ
て
い
る
。

　
石
原
氏
の
説
く
よ
う
に
、
『
草
稿
』
が
『
解
環
』
よ
り
早
く
成
立
し

た
と
す
れ
ば
、
『
解
環
』
が
『
草
稿
』
の
本
文
お
よ
び
注
を
参
照
し
て

い
る
可
能
性
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
前
後
関
係
は
果
た

し
て
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
の
用
例
は
、
『
解
環
』
が
『
草
稿
』

を
参
照
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
頭
注
の
一
例
で
あ
る
。

　
天
延
二
年
正
月
の
除
目
で
道
下
は
右
馬
革
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
そ
の

直
後
で
あ
る
二
月
、
道
士
母
は
奥
山
の
寺
に
参
詣
す
る
。
そ
の
奥
山
を

道
綱
母
は
、
「
な
に
許
ふ
か
く
も
あ
ら
す
と
い
ふ
へ
き
と
こ
ろ
な
り
」

と
記
し
て
い
る
が
、
『
草
稿
』
（
七
巻
二
十
九
ウ
）
の
頭
注
に
は
、
「
大

和
物
語
な
に
は
か
り
ふ
か
く
も
あ
ら
す
よ
の
つ
ね
の
ひ
え
を
と
山
と
見

る
は
か
り
な
り
」
と
い
う
引
歌
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
『
解
環
』
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（
十
六
巻
六
ウ
）
は
、

『
草
稿
』
に
は
、

沖
本
ニ
ヒ
ク
所
ノ
歌
ハ
何
バ
カ
リ
フ
カ
ク
モ
ア
ラ
ズ
ヨ
ノ
ツ
ネ
ノ

　
マ
マ
ヒ
ラ
ヲ
外
山
ト
ミ
ル
バ
カ
リ
也
ト
ア
リ
。
猶
ソ
ノ
沖
本
二
引
ケ
ル

歌
ト
テ
モ
、
余
力
見
ル
所
ノ
本
イ
ク
バ
ク
ノ
転
写
ヤ
ラ
ン
モ
シ
ラ

レ
ズ
。
丁
半
が
記
憶
甚
乏
ケ
レ
ハ
、
未
二
号
得
一
。
何
平
出
タ
ル
歌

ニ
ヤ
。
姑
今
此
沖
本
ニ
ス
ガ
リ
テ
尺
シ
ヌ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
え
イ

く
さ
ど
も
は
い
か
“
う
ゑ
た
る
（
草
稿
本
二
巻
七
ウ
）

と
書
い
て
あ
る
。
『
草
稿
』
の
「
も
え
イ
」
と
い
う
傍
注
は
、
い
か
な

る
本
文
に
よ
る
注
記
で
あ
ろ
う
か
。
『
解
環
』
（
五
巻
二
十
ニ
ウ
）
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
見
給
へ
。
草
ど
も
い
か
＼
も
え
た
る
」
と
改
訂
さ
れ
、

と
、
契
沖
系
統
書
入
れ
板
本
に
あ
る
引
歌
を
引
用
し
な
が
ら
も
、
そ
の

正
確
な
出
典
は
明
記
で
き
て
い
な
い
。
も
し
、
『
草
稿
』
を
参
照
す
る

こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
引
歌
の
出
典
に
つ
い
て
の
記
述
は
変
わ
っ
て

き
た
は
ず
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
解
環
』
は
『
草
稿
』
を
参

照
し
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。

　
次
は
、
『
草
稿
』
の
成
立
が
『
解
環
』
よ
り
早
い
と
見
な
し
て
い
る

石
原
・
後
藤
氏
と
は
反
対
に
、
『
解
環
』
の
成
立
を
先
と
す
る
柿
本
氏

の
説
を
裏
付
け
る
と
思
わ
れ
る
具
体
的
な
用
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
。

　
康
保
三
年
三
月
、
作
者
の
家
で
発
病
し
た
並
家
は
、
作
者
の
兄
に
案

内
さ
れ
自
宅
に
戻
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
見
舞
い
に
訪
れ
一
晩

を
過
ご
し
て
帰
ろ
う
と
す
る
作
者
に
、
庭
を
見
せ
て
「
み
給
へ
く
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
は
い
か
＼
う
ゑ
た
る
」
と
兼
家
は
い
っ
た
。
こ
の
箇
所
、
宮
内
庁
書

陵
部
蔵
桂
宮
本
を
は
じ
め
と
す
る
諸
本
に
異
同
の
な
い
と
こ
ろ
だ
が
、

モ
エ
ヲ
原
本
こ
う
ゑ
二
作
レ
リ
。
上
二
一
二
月
バ
カ
リ
ト
イ
ヒ
。
下

文
二
四
月
差
ア
レ
ハ
。
萌
出
ル
コ
ロ
ホ
ヒ
ナ
レ
バ
。
必
モ
エ
ナ
リ
。

と
い
う
注
を
付
け
て
い
る
。
「
モ
ェ
」
と
い
う
本
文
は
『
解
環
』
の
独

自
の
改
訂
で
あ
り
、
そ
れ
を
『
草
稿
』
は
参
照
し
特
記
し
て
い
る
の
で
、

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
『
草
稿
』
は
『
解
環
』
を
参
照
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

　
次
の
用
例
は
安
和
元
年
九
月
、
年
来
の
念
願
で
あ
っ
た
初
瀬
詣
で
に

出
発
す
る
と
き
の
記
事
で
あ
る
。
門
出
の
四
日
目
の
日
、
参
詣
の
準
備

の
た
め
椿
市
に
泊
ま
っ
た
作
者
に
、
兼
家
か
ら
「
き
の
ふ
け
ふ
の
ほ
と
、

な
に
こ
と
か
、
い
と
お
ぼ
つ
か
な
く
な
ん
。
嘉
す
く
な
に
て
も
の
し
に

し
、
い
か
＼
。
い
ひ
し
ゃ
う
に
み
よ
さ
ふ
ら
は
ん
す
る
か
。
か
へ
る
へ

か
ら
ん
日
き
し
て
、
む
か
へ
に
た
に
」
と
い
う
文
が
届
け
ら
れ
る
。
次
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の
本
文
は
椿
市
か
ら
出
立
し
た
直
後
の
記
事
で
あ
る
。

そ
れ
よ
り
た
ち
て
、
い
き
も
て
い
け
は
、
な
て
う
こ
と
な
き
み
ち

も
、
山
ふ
か
き
心
ち
す
れ
は
い
と
あ
は
れ
に
、
み
つ
の
う
ゑ
も
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ
の
マ
マ

い
に
す
き
も
と
＼
有
さ
し
て
た
ち
わ
た
り
、
こ
の
は
＼
い
ろ
く

に
見
え
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
問
題
は
「
も
と
＼
有
さ
し
て
」
の
箇
所
で
あ
る
が
、
書
体
転
説
に
よ
っ

て
生
じ
た
意
味
不
明
な
本
文
で
、
現
在
の
諸
々
事
書
も
推
測
に
よ
る
本

文
改
訂
を
施
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
参
考
と
し
て
以
下
に
諸
地
本
を

　
　
　
お
　

挙
げ
る
。も

と
は
＼
さ
し
て
1
国
会
本
・
大
東
急
本
・
章
本
館
本
・
無
窮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
本
・
阿
波
国
本
・
松
平
本
・
神
宮
本

も
と
は
＼
さ
ま
て
1
萩
野
本
・
下
林
旧
蔵
本

も
と
は
＼
き
ま
て
1
教
育
大
本
・
京
都
大
本

も
と
有
　
さ
し
て
1
学
習
院
本
・
静
嘉
堂
本
・
東
大
本
・
吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
・
板
本

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
草
稿
』
の
草
稿
本
（
二
巻
三
十
ウ
）
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
り
イ
　
は
　
　
　
　
　
も
イ

「
水
の
こ
ゑ
も
。
れ
い
に
す
ぎ
。
も
書
算
さ
し
†
た
ち
わ
た
り
。
」
と
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
り
イ
ハ
イ

て
い
る
が
、
清
書
本
で
は
「
水
の
こ
ゑ
も
。
れ
い
に
す
ぎ
。
も
と
有
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

し
も
た
ち
わ
た
り
。
」
と
一
部
改
め
ら
れ
て
い
る
。
『
草
稿
』
の
本
文
で

あ
る
「
も
と
有
さ
し
て
」
は
、
板
本
を
底
本
に
し
て
い
る
と
容
易
に
推

測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
傍
注
に
あ
る
「
き
り
は
さ
し
も
」
と
い
う
本
文

は
、
い
か
な
る
本
文
を
参
照
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
該
箇
所
の

『
解
環
』
（
六
巻
二
十
一
オ
）
本
文
を
確
認
す
る
と
「
水
の
こ
ゑ
も
例
に

す
ぎ
。
霧
は
さ
し
も
た
ち
わ
た
り
」
と
改
訂
し
、
さ
ら
に
、

原
本
二
水
の
こ
ゑ
も
れ
い
に
す
き
も
と
有
さ
し
て
た
ち
い
た
り
。

沖
本
二
、
れ
い
に
ノ
に
ヲ
の
カ
ト
疑
ヒ
テ
、
杉
さ
し
て
た
ち
わ
た

り
ト
直
シ
テ
ア
リ
。
初
セ
川
二
、
二
本
ノ
杉
ヲ
ヨ
メ
ル
ヲ
オ
モ
ヒ

テ
尺
セ
ラ
レ
シ
。
尤
由
縁
ア
リ
テ
メ
デ
タ
ク
キ
コ
ユ
。
サ
レ
ド
モ
、

上
下
ノ
文
ニ
ァ
ハ
セ
テ
オ
ダ
シ
カ
ラ
ズ
。
ヨ
リ
テ
原
本
ノ
き
も
と

ノ
も
と
ノ
六
字
ハ
、
り
ノ
一
字
ノ
説
転
セ
シ
ニ
ョ
ミ
テ
、
コ
レ
ラ

き
り
ト
ヨ
ミ
、
ス
ギ
ハ
上
ヘ
ツ
ケ
テ
、
水
ノ
声
モ
例
ニ
ス
ギ
、
キ

リ
ハ
、
サ
シ
モ
立
ワ
タ
リ
ト
ス
レ
バ
、
文
義
オ
ダ
ヤ
カ
ニ
キ
コ
ユ

レ
バ
臆
ヲ
直
直
シ
ツ
“
ケ
リ
。

と
い
う
注
を
付
け
て
い
る
。
「
水
ノ
声
モ
例
ニ
ス
ギ
、
キ
リ
ハ
、
サ
シ

モ
立
ワ
タ
リ
」
と
本
文
改
訂
し
て
い
る
の
は
、
『
重
盗
』
の
独
自
の
案

で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
『
草
稿
』
は
参
照
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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最
後
に
も
う
一
例
を
挙
げ
る
。
『
蜻
蛉
日
記
』
本
文
の
最
後
の
年
で

あ
る
天
延
二
年
十
二
月
、
作
者
が
晦
日
の
魂
祭
を
見
て
い
た
と
き
の
記

事
で
あ
る
。

あ
す
の
物
、
お
り
ま
か
せ
つ
＼
、
人
に
ま
か
せ
な
と
し
て
お
も
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
か
う
な
が
ら
こ
ひ
、
け
ふ
に
な
り
に
け
る
も
あ
さ
ま
し
う
、

み
た
ま
な
と
み
る
に
も
、
れ
い
の
つ
き
せ
ぬ
こ
と
に
お
ほ
＼
れ
て

そ
は
て
に
け
る
。

　
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
を
は
じ
め
と
す
る
古
本
系
の
本
文
は
全
て

「
か
う
な
か
ら
こ
ひ
」
で
異
同
は
な
い
が
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
に

　
　
　
　
　
　
つ
り
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
り
か

「
か
う
な
か
ら
こ
ひ
」
、
彰
考
館
文
庫
蔵
本
に
「
か
う
な
が
ら
こ
ひ
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
っ
リ
イ

阿
波
国
文
庫
旧
蔵
本
に
「
か
う
な
が
ら
計
了
ひ
」
と
い
う
書
入
れ
が
あ
る
。

こ
の
箇
所
、
後
藤
氏
の
正
宗
家
蔵
『
蜻
蛉
日
記
草
稿
』
（
八
巻
三
十
四

ウ
）
の
翻
刻
に
よ
れ
ば
、
「
か
う
な
が
ら
と
ひ
（
「
と
ひ
」
ミ
セ
ケ
チ
、

右
傍
「
に
日
」
ミ
セ
ケ
チ
、
左
傍
「
イ
へ
っ
＼
」
）
」
と
い
う
本
文
と
、

る
べ
し
。

と
い
う
萩
原
宗
固
の
頭
注
が
見
出
さ
れ
る
。
し
か
し
、
宗
固
は
古
本
系

の
本
文
で
あ
る
「
か
う
な
が
ら
こ
ひ
」
と
、
ま
た
「
か
う
な
が
ら
に
日
」

と
な
っ
て
い
る
或
本
を
参
照
し
て
は
い
る
も
の
の
、
「
へ
っ
＼
」
と
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

て
い
る
異
本
は
参
照
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
該
当
箇
所
の
『
解
環
』

（
十
八
巻
十
八
オ
）
で
は
、

か
う
な

が
ら

へ・

つ・

＼　●

、

け
ふ
に
な
り
に
け
る
も
…
…

と
、
『
草
稿
』
の
傍
記
（
左
）
と
一
致
す
る
独
自
の
本
文
改
訂
を
施
し

て
い
る
の
で
、
『
草
稿
』
は
『
解
環
』
の
本
文
を
参
照
し
た
萩
原
宗
固

以
外
の
人
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
、
『
解
由
』
と
関
連
す
る
『
草
稿
』
の
本
文
お
よ
び
頭
注
に
つ

い
て
調
べ
た
結
果
、
『
草
稿
』
は
『
解
環
』
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
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宗
云
　
か
う
な
が
ら
こ
ひ
、
或
本
か
う
な
が
ら
に
日
と
あ
り
て
も

聞
え
が
た
し
。
い
つ
し
か
年
の
暮
は
つ
る
日
に
な
り
た
る
よ
と
、

あ
さ
ま
し
く
思
ふ
成
べ
し
。
魂
祭
す
る
を
見
る
に
も
、
我
い
の
ち

な
が
く
て
物
思
ひ
に
お
ぼ
ほ
れ
て
、
年
さ
へ
は
つ
る
を
な
げ
く
な

四

　
『
草
稿
』
に
は
、
第
三
節
で
挙
げ
た
萩
原
宗
固
の
頭
注
以
外
に
、
山

岡
湊
明
を
は
じ
め
、
第
二
節
で
確
認
し
た
と
お
り
、
塙
保
己
一
・
横
田



袋
翁
・
屋
代
弘
賢
な
ど
の
注
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
下
図
云
」

「
真
古
墨
」
「
仁
人
云
」
「
或
抄
云
」
「
庭
竃
」
な
ど
の
注
と
、
こ
れ
ら
の

注
よ
り
二
字
分
ほ
ど
上
げ
て
、
用
語
例
・
引
歌
な
ど
の
古
典
引
用
・
古

注
釈
書
・
古
辞
書
の
摘
記
も
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
頭
注
・
傍
注

を
有
す
る
『
草
稿
』
は
、
い
か
な
る
過
程
を
経
て
成
立
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
石
原
氏
は
「
大
東
急
文
庫
「
蜻
蛉
日
記
草
稿
」
解
説
」
に
お
い

て
、
『
草
稿
』
の
本
文
お
よ
び
そ
の
稿
本
に
つ
い
て
、

大
東
急
本
「
蜻
蛉
日
記
草
稿
」
の
本
文
は
、
改
訂
本
文
で
あ
り
、

宗
固
・
湊
明
が
書
き
入
れ
を
行
っ
た
注
釈
本
で
あ
る
。
（
中
略
）

と
も
か
く
も
宗
固
の
「
草
稿
」
本
は
、
版
本
の
校
合
で
な
い
の
で

別
に
宗
国
校
本
が
あ
っ
た
か
、
「
草
稿
」
の
本
文
が
そ
れ
で
あ
る

か
、
詳
か
で
な
い
。
だ
い
た
い
近
世
の
書
き
入
れ
本
が
、
版
本
の

元
禄
版
か
宝
暦
版
か
に
よ
る
ら
し
い
か
ら
、
宗
固
の
校
本
も
そ
れ

の
類
と
推
さ
れ
る
。

と
、
述
べ
て
い
る
。
他
方
、
『
草
稿
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
稿
本
に
つ
い
て
柿
本
氏
は
、

宗
固
本
（
筆
注
1
『
草
稿
』
）
は
書
入
れ
板
本
を
経
て
成
立
し
た

も
の
で
あ
り
、
そ
の
書
入
れ
板
本
は
、
下
巻
の
三
冊
を
欠
い
て
五

冊
だ
け
桃
園
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
紺
表
紙
美
濃
大
判
の
板
本

（
上
記
の
通
り
下
之
下
巻
を
欠
く
の
で
刊
記
を
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
が
、
文
政
板
本
か
宝
暦
板
本
か
で
あ
ろ
う
）
に
、
宗
福
本
と

同
じ
筆
蹟
の
注
が
、
訂
正
加
除
甚
し
く
乱
雑
の
観
が
あ
る
ほ
ど
に

加
え
ら
れ
て
あ
り
、
そ
れ
を
整
理
し
て
宗
固
本
が
作
ら
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

と
、
東
海
大
学
附
属
図
書
館
蔵
桃
園
文
庫
の
『
蜻
蛉
日
記
』
板
本
が

『
草
稿
』
の
母
体
で
あ
る
旨
を
述
べ
て
い
る
。
実
際
、
桃
園
文
庫
蔵

『
蜻
蛉
日
記
』
板
本
に
当
っ
て
み
る
と
、
同
筆
で
あ
る
と
判
断
す
る
に

は
、
い
さ
さ
か
疑
問
が
残
る
が
、
柿
本
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
塙

保
己
一
・
横
田
袋
翁
・
屋
代
弘
賢
の
注
の
部
分
を
除
く
、
残
り
全
て
の

頭
注
が
一
致
し
て
い
る
の
で
、
『
草
稿
』
の
頭
注
は
桃
園
文
庫
蔵
『
蜻

蛉
日
記
』
板
本
の
頭
注
を
そ
の
ま
ま
移
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
塙

保
己
一
以
下
三
者
の
注
も
加
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
結
局
、
山
岡
湊
明
が
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
蜻
蛉
日
記
』
板
本
の
「
再
考
」

の
と
き
に
用
い
た
百
花
庵
の
校
本
は
、
『
草
稿
』
で
は
な
く
、
桃
園
文

庫
蔵
萩
原
宗
固
自
筆
書
入
れ
の
『
蜻
蛉
日
記
』
板
本
で
あ
る
。
従
っ
て
、

桃
園
文
庫
蔵
『
蜻
蛉
日
記
』
板
本
の
頭
注
と
、
『
草
稿
』
の
頭
注
と
は
、

別
物
で
あ
る
。

　
と
す
る
と
、
『
草
稿
』
の
草
稿
本
お
よ
び
清
書
本
は
、
い
つ
誰
に
よ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

て
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
高
田
与
清
『
信
書
漫
筆
』
の
巻
第
一
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「
萩
原
宗
固
翁
が
歌
」
に
は
、

に
つ
い
て
、

晩
年
に
四
谷
荒
木
横
町
に
家
を
う
つ
し
て
す
み
、
天
明
四
年
と
い

ふ
と
し
の
五
月
二
日
、
齢
八
十
二
に
て
み
ま
か
り
に
き
。
そ
の
著

書
あ
ま
た
き
こ
え
し
中
に
、
蜻
蛉
日
記
の
注
釈
は
余
も
ひ
め
も
た

り
。

と
あ
り
、
ま
た
、

俗
語
」
に
は
、

巻
第
二
「
お
ん
ば
こ
ど
の
＼
お
ん
と
む
ら
ひ
と
い
ふ

萩
原
山
雪
か
首
書
に
、
お
ほ
ば
こ
は
車
前
草
か
、
和
名
於
保
管
古
、

今
も
童
の
蛙
を
殺
し
て
、
其
上
に
此
草
の
葉
お
ほ
ひ
て
お
け
ば
、

蛙
の
い
き
か
へ
る
戯
事
を
す
る
に
や
。
其
事
の
神
な
る
に
よ
り
て
、

お
ほ
ば
こ
の
神
と
も
い
へ
る
歎
。
お
も
ひ
か
へ
る
に
、
蛙
を
そ
へ

た
る
成
べ
し
。
と
い
へ
る
が
よ
ろ
し
。

と
あ
っ
て
、
そ
れ
は
『
草
稿
』
の
頭
注
と
一
致
し
て
い
る
の
で
、
『
擁

書
漫
筆
』
が
刊
行
さ
れ
た
文
化
十
三
（
一
八
一
六
）
年
に
は
、
す
で
に

成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
最
後
に
、
『
草
稿
』
の
著
者
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
川
瀬
一
馬
氏
は
「
表
構
古
版
物

　
　
　
　
　
　
　

語
文
學
解
説
」
に
お
い
て
、
『
頭
注
蜻
蛉
日
記
』
す
な
わ
ち
『
草
稿
』

江
戸
末
期
篤
。
屋
代
弘
賢
自
筆
注
。
不
完
の
稿
本
二
部
を
存
す
る

が
、
も
と
揃
っ
て
い
た
の
が
、
傳
承
の
間
に
供
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
（
中
略
）
そ
の
頭
注
に
は
宗
固
（
萩
原
）
や
山
岡
明
阿
等
の

説
を
も
揚
げ
て
あ
る
が
、
「
保
己
一
日
」
と
も
あ
り
、
又
、
「
弘
賢

日
」
と
も
あ
っ
て
、
朱
筆
は
弘
賢
の
自
筆
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
本

書
は
屋
代
弘
賢
の
注
解
作
業
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
『
草
稿
』
の
本
文
は
い
く
つ
か
の
異
本
を
参
照
し
て

本
文
に
改
訂
を
施
し
、
そ
れ
に
桃
園
文
庫
蔵
『
蜻
蛉
日
記
』
板
本
に
あ

る
萩
原
宗
固
自
筆
書
入
れ
の
頭
注
を
そ
の
ま
ま
移
し
て
成
立
し
た
。
改

訂
を
施
し
、
桃
園
文
庫
蔵
『
蜻
蛉
日
記
』
の
頭
注
を
移
し
た
の
が
、
誰

で
あ
る
か
は
断
定
で
き
な
い
が
、
「
朱
筆
は
弘
賢
の
自
筆
で
あ
る
。
」
と

い
う
記
述
が
正
し
い
な
ら
ば
、
屋
代
弘
賢
も
『
草
稿
』
の
成
立
に
か
か

わ
っ
て
い
る
一
人
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
事
実
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
『
草
稿
』
は
萩
原
宗
旨
以
外
の
人
、

お
そ
ら
く
萩
原
宗
固
の
弟
子
筋
に
あ
た
る
準
率
己
一
・
横
田
袋
翁
・
屋

代
弘
賢
の
誰
か
に
よ
っ
て
、
『
解
環
』
が
刊
行
さ
れ
た
天
明
五
年
以
降
、

『
擁
書
漫
筆
』
が
刊
行
さ
れ
た
文
化
十
三
年
以
前
に
成
立
し
た
こ
と
に

な
る
。
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注
1

注
2

注
3

注
4

注
5

注
6

注
7

注
8

　
　
注

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
は
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
「
古
志
古
版
物
語
文
學

総
鰍
」
（
雄
松
堂
フ
ィ
ル
ム
出
版
、
一
九
七
三
年
）
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
に
よ
り
、
正
宗
文
庫
蔵
本
は
後
藤
祥
子
氏
の
「
資
料
翻
刻
正
宗
家
蔵

『
草
稿
　
蜻
蛉
日
記
』
（
萩
原
警
固
の
蜻
蛉
日
記
注
）
」
（
『
日
本
女
子
大
学

紀
要
（
文
学
部
）
』
）
に
よ
っ
た
。

石
原
昭
平
編
『
日
記
文
学
事
典
』
（
勉
誠
出
版
、
平
成
十
二
年
二
月
）
。

ま
た
、
『
日
記
文
学
事
典
』
で
は
「
天
明
五
年
（
一
七
八
六
）
」
と
な
っ

て
い
る
が
、
「
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
」
の
間
違
い
で
あ
ろ
う
。

石
原
昭
平
「
大
東
急
文
庫
「
蜻
蛉
日
記
草
稿
」
解
説
－
付
、
歌
人
、

萩
原
宗
固
の
注
釈
態
度
と
方
法
1
」
『
王
朝
日
記
の
新
研
究
』
笠
間
書

院
、
一
九
九
五
年
十
月

柿
本
奨
「
『
蜻
蛉
日
記
』
宗
固
湊
明
注
」
『
学
大
国
文
』
（
第
八
号
）
、
一

九
六
五
年

以
下
、
本
文
の
引
用
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
『
蜻
蛉
日
記
』
に
よ

る
。柿
本
奨
「
「
蜻
蛉
日
記
草
稿
」
に
つ
い
て
」
『
か
が
み
』
（
第
六
号
）
、
大

東
急
記
念
館
文
庫
、
昭
和
三
十
六
年
号
月

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
蜻
蛉
日
記
草
稿
』
の
草
稿
本
と
清
書
本
か
ら
確

認
で
き
た
屋
代
弘
賢
の
注
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
草
稿
本
に
だ
け

あ
る
も
の
は
（
草
）
、
清
書
本
に
だ
け
あ
る
も
の
は
（
清
）
、
両
方
に
あ

る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
該
当
箇
所
を
明
記
し
た
。
一
巻
三
十
ウ
（
清
、

草
三
十
八
オ
）
・
二
巻
二
十
オ
（
清
、
草
二
十
五
オ
）
・
三
巻
十
ウ
（
清
）
・

三
巻
十
四
ウ
（
清
、
草
十
八
オ
）
・
三
巻
二
十
四
オ
（
清
、
草
三
十
一
オ
）
・

三
巻
二
十
五
オ
（
清
）
・
三
巻
二
十
五
ウ
（
清
）
・
三
巻
二
十
六
オ
（
清
）

石
原
昭
平
「
大
東
急
本
「
蜻
蛉
日
記
草
稿
」
に
つ
い
て
1
萩
原
宗
固

の
注
釈
態
度
を
中
心
に
一
」
『
中
古
文
学
』
（
第
十
四
号
）
、
中
古
文
学

注
9

注注
1110

注
1
2

注
1
3

注
1
4

注
1
5

会
、
一
九
七
四
年
十
月

正
宗
敦
夫
「
稿
本
「
蜻
蛉
日
記
古
楽
」
」
『
文
学
』
（
第
八
号
）
、
岩
波
書

店
、
昭
和
七
年
一
月

注
6
に
同
じ
。

後
藤
祥
子
「
資
料
翻
刻
　
正
宗
家
蔵
『
草
稿
蜻
蛉
日
記
四
』
（
萩
原
宗
固

の
蜻
蛉
日
記
注
）
」
『
日
本
女
子
大
学
紀
要
』
四
十
三
号
、
一
九
九
三
年

た
だ
し
、
正
宗
敦
夫
氏
は
、
『
草
稿
』
は
稿
本
の
『
解
環
』
を
参
照
し
て

成
立
し
た
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
『
草
稿
』
は
稿
本
『
甘
干
』
よ
り
は
後
、

板
本
『
聖
帝
』
よ
り
は
先
に
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

諸
伝
本
の
校
異
お
よ
び
略
称
は
、
上
村
悦
子
『
蜻
蛉
日
記
校
本
・
書
入
・

諸
本
の
研
究
』
（
古
典
文
庫
、
昭
和
三
十
八
年
）
、
佐
伯
梅
友
・
伊
牟
田

経
久
『
か
げ
ろ
ふ
日
記
総
索
引
』
（
風
間
圭
官
房
、
昭
和
三
十
八
年
）
に
従
っ

た
。

『
草
稿
』
と
『
解
環
』
は
、
と
も
に
私
意
に
よ
る
本
文
改
訂
本
で
あ
り
、

特
に
『
解
環
』
は
、
契
沖
系
統
書
入
れ
本
を
参
考
に
し
た
旨
を
そ
の
凡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
イ

例
に
記
し
て
い
る
。
だ
が
、
『
草
稿
』
は
「
か
う
も
の
一
え
う
に
も
あ
ら

で
あ
る
も
」
（
一
巻
一
オ
）
の
よ
う
に
、
参
考
に
し
た
異
本
本
文
を
傍
記

し
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
本
で
あ
る
か
は
特
定
で
き
な

い
。
ま
た
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
『
草
稿
』
は
、
草
稿
本
に
「
さ
ら

　
　
　
　
　
な
お
ほ
し
そ
と
て
イ

に
う
し
ろ
め
た
く
は
な
を
な
目
し
昔
と
目
目
て
」
（
二
巻
六
ウ
）
と
あ
る
異
本
本

文
に
従
い
、
清
書
本
の
段
階
で
「
さ
ら
に
う
し
ろ
め
た
な
く
は
お
ほ
し

そ
と
て
」
（
二
巻
四
オ
）
の
よ
う
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事

例
は
他
に
も
散
見
す
る
。

『
蜻
蛉
日
記
草
稿
』
の
こ
の
箇
所
に
あ
る
書
入
れ
に
つ
い
て
は
、
石
原
昭

平
氏
の
「
蜻
蛉
日
記
の
終
末
1
『
例
の
つ
き
せ
ぬ
こ
と
』
の
意
味
す
る

も
の
」
『
日
記
文
学
・
作
品
論
の
試
み
』
（
中
古
文
学
研
究
会
編
集
・
中

古
文
学
1
、
昭
和
五
十
四
年
、
笠
間
書
院
）
に
考
察
が
あ
る
。
石
原
氏
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注注
1716

注
1
8

は
「
こ
れ
は
要
す
る
に
湊
明
が
「
か
う
な
か
ら
、
ひ
、
け
ふ
に
…
…
」

の
本
文
、
宗
固
が
「
か
う
な
が
ら
へ
っ
つ
、
け
ふ
に
」
本
文
を
持
つ
本

を
対
校
本
と
し
て
ど
こ
か
ら
か
借
覧
し
て
書
き
入
れ
た
ら
し
い
、
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
は
い
る
も
の
の
、
『
蜻
蛉
日
記
草
稿
』
が

参
照
し
た
「
か
う
な
が
ら
へ
っ
つ
、
け
ふ
に
」
と
な
っ
て
い
る
「
対
校

本
」
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
言
及
は
な
い
。

注
4
に
同
じ
。

高
田
与
清
『
擁
書
漫
筆
』
文
化
十
三
年
刊
。
但
し
、
本
文
引
用
は
『
日

本
随
筆
大
成
』
（
第
一
期
十
二
巻
、
日
本
随
筆
大
成
編
輯
部
編
、
一
九
七

五
年
十
一
月
）
に
よ
る
。

川
瀬
一
馬
著
「
古
爲
古
版
物
語
文
學
解
説
」
大
東
急
記
念
文
庫
、
昭
和
四

九
年
十
月

（
き
む
　
よ
ん
ち
ゃ
ん
・
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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